(研究成果報告)非アルコール性脂肪性肝疾患における性差の検討 by 松下 典子
(研究成果報告)非アルコール性脂肪性肝疾患におけ
る性差の検討
著者名 松下 典子
雑誌名 東京女子医科大学女性医師・研究者支援センター女
性医師支援シンポジウム抄録集
巻 平成25年度
ページ 7-8
発行年 2013-05-25
URL http://doi.org/10.20780/00031943
非アルコール性脂肪性肝疾患における性差の検討
略歴
松下典子
東京女子医科大学 女性医師・研究者支援センター
特任助教
東京女子医科大学消化器内科兼務
198 年 東京女子医科大学医学部卒業、同 消化器内科学教室研修医
204 年 同大学院修了、医学博士号取得、 同消化器内科教室助手
206 年 研究留学
(Gastroenlgy Divson Universty of Pensylvani Schol of Medicn) 
207 年間 (The Southern Californa Resarch Centr for ALPD and Cirhos ， 
Keck Schol of Medicne of the Universty of Southern Californ) 
201 年 東京女子医科大学女性医師研究者支援センター兼消化器内科特任助教
研究報告
背景・目的: 近年の肥満人口の増加に伴い、非アルコール性脂肪性肝疾患 (noalchi faty 
liver disea: NAFLD) は我が国でも最も頻度の高い肝疾患となった。また、 NAFLD
の 10"'2% は肝硬変、肝癌へと進行することが明らかになるなど、その対策が急務と
なっている。
肥満やインスリン抵抗性を基盤に発症する NAFLD の病態には、性別や年齢が大きく影
響する。我々はその特徴を明らかにするため、当院における NAFLD 症例を性・年齢で
群別し検討した。
方法 19"20 年に肝組織が得られ NAFLD と診断された 680 例を対象とした。性別およ
び肝生検時年齢(若年: <55 、高齢:註 5 歳)で 4 群に分け、臨床病理学的特徴、
血清アディポサイトカイン値 (IL-6 、adiponecti 、solube-TNF recpto-2) 、遺伝
子多型 (adiponec tin 、万四A3 、β3-adrengic recpto 、KCNQl 、AP2s ) を比較
検討した。
結果 NAFLD 症例において高齢群 (5 歳以上)の割合は男性 29% 、女性 67 %であり、
女性で、有意に高齢群が多かった (p く 0.1) 。若年男性群では肥満 (74%) の合併が最
も多く、高齢女性群では糖尿病の合併が高頻度 (59 出)で、あった。肝高度線維化(肝
病理所見 fibros stage 3 以上)に関与する因子の多変量解析では、若年男性・高齢
女性において肥満と糖尿病が独立した危険因子であった。アディポサイトカインにつ
いては、 IL-6 値が若年女性で若年男性に比し低値と性差を認めた (p=0.4) 。
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adiponectin 値には男性で若年群と高齢群で差はなく、全男性において adiponectin
値が全女性に比し低値で、あった (p=0.05)o solube-TNF recptor-2 値は性差を
認めなかった。
遺伝子多型の解析では、 ad i) フonecti 遺伝子 (+276 intron2) において糖尿病と関連
のある genotype G/ が若年女性に高頻度で、あった (p=O. 04) 0 PNLA3 (rs738409) 
遺伝子は、 NAFLD の発症・進展に男女共関連をもち、特に女性においては NAFLD の
線維化進行群にリスク genotype G/ 保有者が有意に多かった (p=O.o 1)。
グ3-adrengic recpto 、KCNQj 、AP2 jJ 遺伝子については'性差を認、めなかった。
結語 NAFLD では、男性は 30-40 代の若年に発症が多く、肥満が NAFLD の危険因子である
のに対し、女性では 50 代以降に多く、糖尿病や遺伝的要因が発症・進行に関与する
ことが示唆された。 NAFLD では性・年齢により臨床像が異なることから、これらを
考慮、した治療戦略を立てることが必要である。
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